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第1図　東京湾における音波探査測線の概要図
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2，調査地概要

　2。1・位置と地形

　東京海谷は東京湾の入口から南の方に存在する。始ま

りの部分は三浦半島と房総半島に挾まれたところであ、

り，そこは浦賀水道と呼ばれる。東京海谷は三浦半島の

久里浜の東方沖約2kmから始まって南に延び，緩く蛇

行し，多くの細かい支谷を合わせながら下ってゆく。剣

崎から東南東に張出す瀬を半円形に廻る。この地形的な

張出しは後述するように地質的な意義をもっていて，剣

崎海底半島と呼ばれる。東京海谷はこの海底半島側では

対岸の房総半島側よりも傾斜の緩い谷壁を作っている。

これは湾曲部の侵食における滑走斜面と攻撃斜面の違い

を意味している。

舞韓毒轟垂
　　　　　’　1　　’無欝　”

欝轟灘籔…

　　　　　　　　　　　　　　　薙

，灘

総．

灘

鵬

第2図　東京海谷の地形図文お茶の水大堀越氏の資料に声る），

　　　数値は深さを示し単位はmである。

　　　　　10mコンタ　　ー一一一　50mコンタ
　海谷は久里浜沖から始まる。谷壁は三浦半島側で緩く房総

　半島側で急である（10mコンタの関係で逆にみえる）。海

　谷は剣崎から南東に張出す剣崎海底半島を迂回している。

　房総半島側の支谷のうちで館山海谷は最も大きい。

　館山の北側にある富岡町の沖で海谷は急に西向きに曲

　る。ここで海谷の支谷の一つが館山湾の中に延びてき

て，館山海谷と呼ばれる。館山西方の州の崎沖から海底

半島に沿って約15km，三浦半島から南に東京海谷をへ

だてて約18kmには沖の山と呼ばれる堆（海底の地形

の高まり）があって，その周囲の水深が1，000m位なの

に丘の上は62mにすぎない。海谷は沖の山のすぐ北側

を西に走り，それに沿うように南に曲る。沖の山におけ

る地磁気の高異常1）は海谷が沖の山をさけて形成きれた

ことと，なんらかの関係があるかもしれない。調査海域

は州の崎と三浦半島の三崎を結ぶ線の北東側である。

　この海域では三浦半島側に久里浜・三崎港等があり，

房総半島側には金谷・勝山・館山港等がある。第！図は

調査地の概略を示す図である。第2図は東京海谷の地形

図である。この図はお茶の水女子大学理学部の堀越増興

博士の資料2）を使用させていただくものである。、

　2．2陸上の地質

　東京海谷の谷頭が存在する浦賀水道中部以南の房総半

島西岸の地質は，主として豊岡層群・佐久問層群・保田

層群等からなる（小池，19501畑井・小池，1957）。海

．岸線に沿って北から見てゆくと，竹岡より保田町北方ま

では主として豊岡層群が背斜向斜を繰り返えして分布し

ている。本地域は房総半島の主分水嶺と一連の鋸山山地．

の西麓にあたり，内陸山地は主として佐久間層群により

構成されているのと著しく相違している。この分布は豊

岡層群の東京湾方向への向斜を予測せしめる。

　保田町周辺およびその南部には保田層群が広範に分布

し，その間に佐久間層群がサンドイッチ状に挾み込まれ

ている。この西側に東京海谷の支谷である勝山海谷が入

ってきている。陸上は鴨川低地帯に続く低地帯であっ

て，太平洋側まで延びて，その南東には太平洋をこの低．

地帯に向かって鴨川海谷が上ってきている。

　岩井から富浦までは主として保田層群と佐久間層群の

天津層が分布し，山地を構成している。館山市周辺には

豊岡層群に相当する鏡ガ浦層が分布し，館山低地帯を構

成している（成瀬・杉村・小池，1951）。館山湾南部に位．

置する高の島は凝灰質粗粒砂岩とシルト岩の互層を示す

鏡ガ浦層である（小池・成瀬，1956）。この地域の内陸部、

には上総層群下部に相応する豊房累層が分布している。

館山低地帯へは館山湾に館山海谷が入り富崎の西にも支

谷が入ってくる（茂木，1959，堆積学研究）。館山市の南

方の西岬には佐久間層群に対比される西岬累層が主とし

て分布し丘陵地帯を構成している。西岬累層はほほ東西

の背斜・向斜軸を有し，この西方延長方向に沖の山海底

半島が存在する。富崎・干倉以南の地域は千倉累層が分

布し，丘陵地帯を形作っている。
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東京海谷の音波探査（中条純輔）

がほとんどな層ことは著しい特徴である。陸棚の形成と

堆積の機構に関係することであろう。

　4）　海谷の谷壁は地層の傾斜とほとんど平行か少し急

な角度を示す。これは海谷が侵食により形成されるとき

に地層中のある侵食に弱い層に沿って削剥されたたあと

考える可能性がある。これとは別に海谷をもっと構造的

なものと結びつけて考える場合にも意義がある。これは

、統計的に扱って後述する。またこのような平行は海谷形

成後に地層のクリープにより，できる可能性も考えられ

るので後で検討する。

　3．10浮島測線

　東京海谷には多くの細かい支谷が出ている。東側の房

総半島に向か・）て出ている支谷は6本位あり，ほとんど

東西の向きをしていて三浦半島側に出ている支谷が，剣

崎海底半島からほぼ放射状に出ている点と著しい対照を

示している。

　黒滝不整合以南の構造が東西に向いていることと，支

谷の方向とはなんらかの関係があることかもしれない。

　この測線は勝山港の北西，浮島（中新世の安房層群で

形成される）の北方から東に延びてくる勝山海谷と呼ば

れる支谷の南側の谷壁を探査している。記録は交流の誘

導（ハム）が入っていていい記録とはいいがたい。測点

＃4の谷壁の付近では地層は谷壁と平行して，260m－rad．

15。位の北落ちの傾斜である。新第三紀層中では音波の伝

播速度が水中のそれより数10％早いのが普通なので，こ

のような傾斜角は見掛け上緩く記録されるはずである。

したがって真の角度は15。より急なはずであるが，『その

角度はわからない。ここでも海谷の始まりは120m位で

あり，また海底堆積物もそこで終っている。この谷壁に

露出する地層は多分中新世・安房層群と思われる。安房

層は北落ちの反射を示しながら南の方に続いている。安

房層の上には不整合に緩い北落ちり層を示す海底堆積

物がのっている。不整合面は階段状に，なり詳3付近で

110m位，最2付近で90m位，盤1の南で65m位にな

っていて，谷に近づくほど深くなっている。磐2～巷3の

間で堆積物の最も厚い所は40m，誓1～特2の間の堆積物

の平均の厚さは28mであってアバットにのっている

（掲示しないがこの測線の200m東の記録でも似たよう

なことが観測されている。）。この堆積物が海谷形成後の

堆積か，海谷によって切られているかは記録だけでは判

断がつかない。しかしその深さの下限が他の測線≧共通

していることや，海谷むきに地層が傾斜していることか

ら海谷形成後の堆積と考えた方がよい（いままでの文中

で単に海底堆積物と呼んでいたのは厳密に検討せずに用

いていたわけである。）。

　この地層の時代を決めることと，海谷との関係を決め

ることは，『浦賀水道第4測線西側の場合と同じく，いろ

いろの問題を含んでいて大切なことである。地球上の多

くの海谷の形成の時代は第三紀末から洪積世初期のもの

が多い8）ことがいわれているし，東京海谷の場合も漠然

とそう考えられている。将来海底ボーリングの技術が発

達すれば，これらの堆積物をしらべてくわしい時代関係

がわかってくることが期待される。

　3．11富浦測線

　房総半島に向かって東京海谷からほぼ東向きに延びて

くる6つほどの支谷のうちで，最も南の館山湾に入って

くる館山海谷は，・他の支谷より遙かに大きい。

　この測線は館山海谷が終ったすぐ東側を南北に観測し

ている。測点牌1～髄あたり1がちようど海谷の東側に

相当している。この測線の記録説明図が第7図である。

館山湾の海底地形と測線は第8図に示される。この測線

では次のような特徴がある。

　1）　海底地形が周辺より深く60～70mである。海底・

に2カ所薯1～薯2の間と牌2～騒3の間に高まりがあ
る。

　2）　海底下にはほぼ平坦な堆積物がある。これは館山

湾にそそぐ平久里川により運ばれた第四紀の堆積物と考

えられる。

　3）’平坦な堆積物の下は北落ち約117m－rad．7。位の

傾斜の新第三系がある。陸上地質との対比から，鏡ガ浦

層・鮮新世下部豊岡層群と考えられる。

　4）　鏡ガ浦層ξ平坦な堆積物の問の不整合は，辞2～
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第1表谷壁と地層の関係（1）

谷壁を横断する記録

谷壁と地層が平行し
堆積物あるもの

谷壁と地層が平行す
うもの

谷壁と地層が斜交す
るもの

そ　　の　　他

東京海谷全域

20

7）

　　
　12　60％
　　　　’
5

210％
630％

館山湾を除く

16

注1。本報告に発表しないものを含む

6）・・62・5％

4

212．5％

425％

2．谷壁と地層が平行し堆積物あるものの例は久里浜測線，浮島測線

3．谷壁と地層が平行して“るものの例は剣崎測線

4．谷壁と地層が斜交するものは吉野測線と浦賀水道第1測線

第2表　谷壁と地層の関係　（2）

谷壁を横断する記録

谷壁と地層が平行し
堆積物あるもの

谷壁と地層が平行す
るもの

谷壁と地層が斜交す
るもの

そ　　の　　他

三浦半島側

7

2）457％

2

114％
229％

房総半島側

8

注　館山湾と久里浜測線を除く

3）

　
　562．5％
2

112．5％

225％

られない。このような統計的な事実は次のような解釈の

可能性を含んでいる。

　1）海谷の形成が地層の傾斜と深い関係をもって行な

われた。

　2）　海谷の形成後に谷壁の周辺でクリープが起こって

地層が見掛け上谷壁むきに傾いた。

　3）’海谷の谷壁は地形が複雑でヤ、・ろいろの地形的な反

射がくるために，それを地層と見あやまっている。

　4）　谷壁と同じむきの地層の反射は観測されやすい

が，逆むきの地層は音波の屈折のための損失や地層中を

長く通るための音波の吸収により観測されにくい。

　5）　谷壁のところでは，新第三系の音の伝播速度が水

のそれより早いために，平堆な反射面も記録上谷壁むき

に傾斜してみえる。

　6）海谷を観測する20記録のサンプリングが妥当性

を欠いていた。

　このうち1）と2）は地質的な問題であり，3）～6）

は観測系に対する疑問である。1）は筆者の主張するこ

とであるが，その具体的な過程についてはまだわからな

い。2）以下について具体的に検討してみる。

　2）は現世の海岸でもクリープはよくあることである。

その規模や範囲は岩相や岩石の種類によって異なるが，

それ，が数10mがら数100nズにわたって起こるというよ

うなことはほとんど知られていない。例えば剣崎測線で

はクリープが60血位の幅の地層が数100nLにわたって

325位の傾斜のところで起こったことになる。これは現

世の陸上の海岸におけるクリープの知識からは不自然な

ことである。しかしクリープの可龍【生を全く否定するこ

とはできない。

　3）はもし測量が海底地形の測量も音波探査の測量も

精度よく行なわれていれば検討できるはずであるが，図

面の尺度が5万分の1程度ではとても不可能である。反

射波の様相から地形か否かを決めることは記録をかなり

みている人でも主観的になりやすいであろう。しかし主

観的な筆者の意見が許されるなら鴎地形と地層を見誤

っている例はわりに少ないのではないかと思う。具体的

な例でその相違を説明することは主観的要素が多いこど

と，本来の目的からはずれるのでさしひかえる（浦賀水

道第4測線東側の項でやや具体的に述べた）。

　4）につい七は充分その可能性がある。もし観測系が

常に確実に反射波をとらえるなら，地層と谷壁が斜交す

る例はふえるかもしれない。しかし統計では地層と谷壁

が平行する例が60％だから，いかにふえても40％は超

せない。もしサンプリングが妥当なら60％は多過ぎる

はずである。かりに水平な地層が厚く堆積し，それを侵

食によってV字谷が切って行なったとしたら，谷壁と地

層が平行する記録は1つもないはずである。また傾斜し

た平行な地層をV字谷が一方の地層と平行に切って行っ

たとしても谷壁と地層が平行する記録は50％で片側に

限られる6このような点から考えて3）は1）の可能陸

を否定できないであろう。

　5）は地層の伝播速度の影響で平坦な反射面が谷壁向

きに落ちるような変形をうける範囲は谷壁の近傍だけで

あるが，地層と谷壁が平行している所はそれより内の方

にまで及んでいる。・また谷壁を別にしても伝播速度の影

響で傾斜角が小さくなることはありうる。しかしこの場

合傾斜の向きが逆になったり，平行なものが交わったり

することは一般にはない（非常に特殊な場合に嫉ありう

る）。

　6）のサンプリングについては観測に伴なう地域的な

偶然性の問題であって，海谷の性質がよくわかっていな

い現在では妥当性の議論はできない。しかし極端に偏っ

た観測をしてはいないのではなかろうか。

　こうして1）の可能性を完全に否定することはできな

い。この地層の傾斜と谷壁の関係のほかに浦賀水道第1

測線と第4測線の2ヵ所で途べたように，海谷を挾んだ

両岸での地質が対応がつかないということも知られてい
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東京海谷の音波探査（中条純輔）

て，なんらかの構造的な性質の現われではないかと思わ・

れる。、

　しかし断層とか陥没等を考えると，久里浜測線のよう

な海谷の始まる谷頭においてさえ谷壁と地層の傾斜が一

致しているということの説明が無理になってくる。また

その1km南で浦賀水道第1測線の東側のように新第三

二紀層が谷壁で切られているという侵食的な事実は説明し

がたい。

　したがって具体的にどのようにして構造的な要素が海

谷の形成に関係してその侵食地形を作ったかということ

、が問題になる。しかし現在の段階ではそれを検討するま

での段階に津していないので，残念ながら問踵を提起す

るに止まる。音波探査以外の手段で構造陸の海谷10）をし

．ちボた例は他にもあるので，それを総合してしらべてゆ

きたい。’

　北来大陸東海岸にあるハドソン海谷11）では，このよう

一な現象は知られず，，単なる侵食的な事実が指捕できるの

であるが，それと東京海谷を比較する場合には，海谷の

一切っている岩石の硬さや地震の発生も考え合わせてクリ

ープや構造的な問題を扱わねばならない。

4．結　　言

される。特に館山海底半島の西にある沖の山堆の探査が

期待される。剣埼から南に向かう測線で地層が南に落ち、

て若くなってゆくこと，海谷の関係もその対岸にあたる臼

沖の山の構造がわかればかなり根本的な解決をみるので、

はなかろうかと期待される。海谷における地層と谷壁が

平行なことの解釈については，’資料がたりないために疑

問点が多く，可能性を検討するに止まった。また剣崎海

底半島の地質的な意義についても，同様に資料が不足で

ある。館山湾は地域的に狭いことや，記録が鮮明なこと，

陸上地質との対応がつきやすいことから，探査結果の解

釈は最も信頼性の高いものと思う。今回観測された海域

はなかば外洋にでているわりにはドレッジの資料の多い

所である。しかし海谷の構造を議論するには少ないの

で，今後の海底ボーリングに期待することは多い。これ

が手軽にできるようになれば，この研究に益するζとは

多いであろう。

　しかしそれを早急に望むことはむづかしいかもしれな

い。それで偏った情報ではあるが，音波探査を種々の海

谷に適用してゆけば，それらを総含して新しい解釈の道

が開けてくることであろう。

　　　　　　　（昭和36年5月および10月調査）

　海谷は海洋地質の数多くの問題点の中で最もダイナミ

ックな発展をとげて形作られたと思われる点セは海溝と　　　1）

、双壁である。そして海洋地質の多くの問題点がほとんど

，根本的な解決をみていなy・という点でも，海谷は例外で　　　2）

・はない。1950年代も後半から発展した音波操査の技術

がこの分野に適用されたことは海谷を新らしい観点から

しらべることができることと，音波探査がそれに充分役

、立つという両方の面から意義あることと思う。しかし音

波探査だけの立場からすれば，海谷の探査は他の土木や

一般浅部地質の調査に較べて必ずしも全能力を充分に発　　　、3）

・揮しうる対象ではない。それは海谷が地形的に複雑であ

り，反射波としての信頼度が一般的に乏しいこと，特に　　　4）

谷底の反射はほとんど信頼できないことと，水深がわり

・に深いたあにエネルギの点で損失が大きいこと，急な反　　　5）

射や回折波の発生を常に注意しながら記録をみなければ

、ならないことなどのためである。それにもかかわらず東

京海谷の探査は多くの情報をもたらした。従来全く適用臼　6）

、されなかった技術だけに，その解釈は前例も少なく未熟

、なことをおそれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）

　今回の探査は東京海谷全域にわたるものではなく，上

＝流部に限られていた。、このような一部だけで，しかも陸　　　8）

．上の地質の影響を強くうける範囲だけで深さ2，000m以

．上にも及ぶ東京海谷全域についての構造を推すことは危　　　9）

験であって，今後の探査とそのための技術の開発が期待
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図版8　　吉野瀬測線2東側
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